
令和2年度 市政に関する意識調査
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「福岡市の住みやすさ」「福岡市の農林水産業」
「障がいを理由とする差別の解消」について調査しました。

「新鮮でおいしい
食べ物の豊富さに
満足」していて

91人が

福岡市は
市民100人
のうち

「福岡市のことが
好き」で

98人が

「福岡市は
住みやすい」

と感じ

97人が

「福岡市に
住み続けたい」
と思っています

93人が



都市環境『満足度』、『不満度』
（上位3位）

97.7％
どちらかといえば
好き

18.8％

好き

78.9％

どちらかといえば
嫌い
1.4％ 嫌い

0.2％
0.7％
無回答

全体(N=2,410)

※1 『　』は２つ以上の選択肢を合計して表したもの。
　    例：『好き』＝「好き」＋「どちらかといえば好き」

●「市民のマナー」、「犯罪の少なさ」、「レジャー・レクリエーション施設の充実」は、
この設問で調査を開始した平成21（2009）年以降、『不満度』が最も低くなっています。

【満足＋どちらかといえば満足】満足度

【福岡市の住みやすさ】
福岡市が好きですか？

福岡市に住み続けたいですか？

福岡市は住みやすいと思いますか？

2 | Fukuoka Voice

100
(%)

100
(%)

『好き』※1と答えた人は 96.7％

どちらかといえば
住みやすい

21.5％
住みやすい

75.2％

どちらかといえば
住みにくい
1.2％

住みにくい
0.6％

無回答
0.6％

0.8％
わからない

全体(N=2,410)

どちらかといえば
住み続けたい

20.7％
住み
続けたい

71.9％

どちらかといえば
移りたい
2.9％

移りたい
1.3％ わからない

2.6％
0.6％
無回答

全体(N=2,410)

『住みやすい』と答えた人は

92.6％『住み続けたい』と答えた人は

20 40 60 800

新鮮でおいしい
食べ物の豊富さ

自然環境の豊かさ

買い物の便利さ

90.5
88.0

87.8
87.0

84.4
80.8

20 40 60 800

市民のマナー

レジャー・レクリエーション
施設の充実

犯罪の少なさ

41.8
47.3

41.7
48.1

28.4
30.4

【不満＋どちらかといえば不満】不満度

令和２（2020）年度（N＝2,410） 平成27（2015）年度（N=2,507）



市内産の農産物や農産加工品を
優先して購入していますか？

地域産木材の製品について、
どのようなものを使用したいですか？

20 40 60 80 1000

家具(机、テーブルなど)

全体(N=2,410)

61.3

(%)

【福岡市の農林水産業】
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農産物や農産加工品を購入するとき、どのようなことを重視していますか？

どちらかといえば
優先している

43.6％

優先している

18.5％

どちらかといえば
優先していない
12.9％

優先していない
17.7％

わからない
6.5％ 0.8％

無回答

全体(N=2,410)

62.1％『優先している』と答えた人は

20 40 60 80 1000

全体(N=2,410)

87.9新鮮さ

66.1価格の安さ

38.0味

37.6旬のもの

18.3生産者の表示

13.3日持ちの良さ

13.2料理のしやすさ

9.0有機栽培かどうか

2.2形の良さ

2.2その他

0.7特にない

(%)

複数選択
(3つまで)

複数選択
(3つまで)

食器 36.8

アクセサリー、雑貨 20.1

おもちゃ・遊具 19.6

文房具 18.1

紙製品 14.9

その他 1.0

特にない 16.6

住宅材、内装
(床材・壁材・天井材など) 36.2



20 40 60 80 1000

新鮮な魚が多いから

全体(ｎ=1,921)
(%)

複数選択
(すべて)

魚がおいしい飲食店が
多いから

魚が水揚げされる
鮮魚市場が近くにあるから

海に開かれた
都市だから

販売されている魚の
種類が多いから

雑誌や新聞、テレビ放送
などの情報から

その他

特にない

販売されている魚が
おいしいから

1.9

12.4

22.4

34.5

39.4

49.0

52.9

84.6
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69.7％

週に2～3日
程度

49.0％

週に4～5日
程度

14.4％

ほぼ毎日

6.3％
2週間に1日程度
5.9％

週1日程度
19.2％

ほとんど
食べない
3.2％

まったく
食べない
0.5％ 1.5％

無回答

全体(N=2,410)

魚介類を使った料理を食べる
頻度はどれくらいですか？

子どもを対象にした魚食の普及の
取り組みをどう思いますか？

『週２日以上』と答えた人は

79.7％

そう思う

79.7％

そう思わない
5.7％

わからない
12.8％

1.7％
無回答

全体(N=2,410)

福岡市は「魚がおいしいまち」
だと思いますか？

「そう思う」と答えた人は

「魚がおいしいまち」だと思う理由は
何ですか？

92.0％

どちらかといえば
推進すべき

22.1％
推進すべき

69.9％

どちらかといえば
推進する必要はない
0.6％

推進する必要はない
0.5％

無回答
1.6％5.4％

わからない

全体(N=2,410)

『推進すべき』と答えた人は

0.5



今後重点的に取り組むべき施策は何だと思いますか？（上位７位）
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お問い合わせ先 農林水産局　政策企画課
TEL：092-711-4841　FAX：092-733-5583　E-mail：seisakukikaku.AFFB@city.fukuoka.lg.jp

2010 40 50 60 70 80 90 1000

全体(N=2,410)

66.9安全で安心な農産物供給

56.8食の安定供給

38.0農家への経営支援や技術的支援

34.9洪水などの災害を防ぐ施設の整備（ため池など）

29.4子どもを対象にした農業体験や食育の推進

26.1市内産農産物の消費拡大の促進

22.7新たな就農希望者に対しての各種相談の対応や
農業技術を習得するための研修

(%)
30

複数選択
(5つまで)

農業

10 50 70 903020 40 60 80 1000

全体(N=2,410)

69.8
土砂崩れなどの災害を

防ぐ施設の整備

58.0間伐などによる森林の整備

42.7多様な動植物の保護

34.9農山村住民に対しての支援

34.5花粉症対策苗木や広葉樹への植え替え推進

30.0森林とのふれあいの場の提供や観光資源（遊歩
道やキャンプ場の整備など）としての活用の推進

28.0木材利用の推進

(%)

複数選択
(5つまで)

森林・林業

10 50 70 903020 40 60 80 1000

全体(N=2,410)

61.5
博多湾の環境保護（海底ごみ、
海洋プラスチックの回収など）

48.8地元水産物の消費拡大の促進

38.8販路の拡大（直売所、朝市夕市の増設など）

37.9新規漁業就業者や若手漁業者などの育成

37.9魚を増やすための放流

34.1養殖の推進

29.1漁業者の収入増の支援

(%)

複数選択
(5つまで)

水産業



【障がいを理由とする差別の解消】
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32.3％

96.0％

20.2％

『障がいのある人が
  困っている状況に
  出合った』人は

過去１年間に、障がいのある人が困っているときに手助けしたことがありますか？

今後、障がいのある人が困っているときに手助けしようと思いますか？

過去１年間に、障がいのある人への差別や偏見を見聞き、感じたことはありますか？

その状況に出合ったが、
手助けしたことがない

3.0％

ある

29.3％

その状況に
出合うことが
なかった
63.9％

3.9％
無回答

全体(N=2,410)

そう思う

65.7％どちらかといえば
そう思う
30.3％

どちらかといえば
そう思わない
1.2％

2.0％
無回答

そう思わない
0.7％

全体(N=2,410)

『そう思う』
と答えた人は

「ある」
と答えた人は

ある

20.2％
ない
78.0％

1.7％
無回答

全体(N=2,410)
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条例があることは
知っているが、
内容は知らない

21.0％

条例があることも、
内容も知っている

5.1％

条例があることも、
内容も知らない
72.0％

2.0％
無回答

全体(N=2,410)

障がい者差別解消条例※2を知っていますか？

※2 正式名称「福岡市障がいを理由
とする差別をなくし障がいのある人も
ない人も共に生きるまちづくり条例」
平成31（2019）年1月1日施行

障がいの有無にかかわらず、相互に
人格と個性を尊重し合いながら共に
生きる社会を実現するために制定さ
れた条例です。

言葉は知っているが、
考え方は知らない 車いすが通りにくい道路の段差

社会の構造側に
原因がある

社会モデルでは
障がいが解消された

13.0％
言葉は知らないが、
考え方は知っている

21.5％

言葉も、考え方も
知っている

9.4％

言葉も、
考え方も
知らない
53.7％

2.5％
無回答

全体(N=2,410)

「障がいの社会モデル※3」という言葉や、考え方を知っていますか？

※3 障がいのある人が日常生活などで
制限を受ける原因が、個人の心身機能
の障がいにあるのではなく、社会の構
造側にあるとする考え方です。

言葉は知っているが、
考え方は知らない

8.5％
言葉は知らないが、
考え方は知っている

18.0％

言葉も、考え方も
知っている

8.6％

言葉も、
考え方も
知らない
62.0％

3.0％
無回答

全体(N=2,410)

「合理的配慮の提供※4」という言葉や、考え方を知っていますか？

※4 障がいのある人などから、社会的
障壁（日常生活などで障壁となるよう
な事物、制度、慣行、慣例など）を取り
除いてほしいという求めがあったときに、
状況に応じて、それを取り除いたり、
そのための努力をすることをいいます。

例）筆談や読み上げなど

ちょっとした配慮で助かる人がいます。

○×
車いすで通れません 道路をフラット化すれば

通れます



障がいの有無にかかわらず、相互に人格と個性を尊重し合いながら共に生きる
社会の実現のために、今後、どのようなことに力を入れていくべきだと思いますか？

お問い合わせ先 保健福祉局　障がい者支援課
TEL：092-711-4985　FAX：092-711-4818　E-mail：s-shien.PHWB@city.fukuoka.lg.jp

《 編集・発行／調査主体 》 福岡市 市長室 広聴課
〒810-8620　福岡市中央区天神1-8-1

TEL:092-711-4067　 FAX:092-733-5580　E-mail:kocho.MO@city.fukuoka.lg.jp

～令和2年度　市政に関する意識調査～

福岡市　意識調査

令和2年12月発行

※回答は、回答者数を基数とした百分率（％）で表し、小数
　点以下第2位を四捨五入しています。このため、百分率の
　合計が100％にならないことがあります。

※複数選択ができる設問では、回答率が100％を超える
　ことがあります。

※数表、図表、文中に示すN、nは、比率算出上の基数（標本数）
　です。N＝標本全数　n=該当数（その質問を回答しなくて
　よい人を除いた数）

調査地域・・・・・福岡市全域

調査対象者・・・・福岡市内に居住する満18歳以上の男女

標本数・・・・・・4,500サンプル

抽出方法・・・・・住民基本台帳による無作為抽出法

調査方法・・・・・郵送法

調査期間・・・・・令和2年7月21日～8月4日

回収数（率）・・・・2,410サンプル （53.6％）
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全体(N=2,410)

障がいおよび障がいのある人への
理解に関する学校教育

障がいのある人に配慮した道路や
住宅・建物、交通機関の整備

障がいのある人への就労支援

障がいおよび障がいのある人への理解を
深めるための広報・啓発活動

「障がいの社会モデル」や
「合理的配慮の提供」の考え方の普及

障がいのある人とない人が互いに
交流するイベントなどの実施

障がいのある人が差別を
受けた際の相談窓口の周知

障害者差別解消法や条例に関する
セミナー、研修会、シンポジウムなどの開催

その他

特にない

2010 40 50 60 70 80 90 1000
(%)

30

複数選択
(3つまで)

54.4

54.3

42.7

36.3

28.8

18.8

17.2

9.4

2.2

3.2

　福岡市は、市政に関する市民の皆さんのご意見や評価を科学的・統計的に把握し、市政推進上の基礎資料とするため、
昭和51年度から「市政に関する意識調査」を実施しています。
　詳細については、福岡市ホームページに掲載します。


